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１．大塚製薬とは

― 大塚製薬の熱中症対策の取組み

― 中央省庁や自治体との連携

2.農業における熱中症の発生状況

― 農業現場での実態（調査結果）

3.熱中症対策

― 水分補給

― 身体冷却
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大塚製薬株式会社

記念樹の根元の石碑に刻まれた

Otsuka-people creating new products

for better health worldwideは、

当時の研究部門のモットーとして制定され、

後日、大塚グループの企業理念となりました。

企業理念

世界の人々の健康に貢献する革新的な製品を創造する

- 自らの手で独創的な製品を創る

- 健康に役立つ
- 世界の人々に貢献する
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疾患や健康についてわかりやすく伝える
WEBページ「健康と病気」

女性活躍を健康面でサポート
女性の健康啓発

栄養の大切さを伝える食育活動

水分・電解質補給の重要性を伝える
熱中症対策啓発活動

体調管理（コンディショニング）の
重要性を伝える活動

アルコールに関する正しい理解の
浸透と当事者を医療につなげる活動

世界の結核撲滅に向けて、
公衆衛生改善への貢献

疾患啓発・健康啓発

医療とニュートラシューティカルズが一体となり、社会や地域とともに人々の健康課題に取り組む
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熱中症対策の取組み

Z0101::防ごう熱中症（中災防）Z0102::暑さから身を守ろう（中災防）

1992年 日本体育協会
「スポーツ活動における熱中症事故
予防に関する研究班」の活動に参画

↓
熱中症予防ガイドブック等へ協賛

職場での労働安全衛生

1992年より、日本体育協会（現・日本スポーツ協会）の「スポーツ活動における熱中症事故予防
に関する研究班」に参画し、以来30年以上にわたり熱中症の啓発活動に取り組んでいる

子どもたちのスポーツシーン
学校現場における教員・生徒

弊社のこれまでの知見や、科学的なエビデンスに基づき、
生活のあらゆる場面で水分・電解質（イオン）補給の重要性を啓発。

高齢者の水分補給
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• 熱中症による死亡者は年によって増減はありますが、1,000人を超えています。
【令和4年】:1,477人 【令和5年】：1,651人 【令和6年】：2,160人

• 農作業中の熱中症による死亡者は令和5年で37人（農作業事故のうち約15.7％が熱中症によるもの）

• 農作業中の熱中症による死亡者数を年代別にみると、70代以上が大多数（約88％）を占めている。

⇒一般的に、高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下するとされているので、特に注意が必要です。

①夏期の暑熱環境における農作業時には熱中症の危険性が高まる

②特に高齢者に対する熱中症予防対策は急務

③農作業時の熱中症の実態を把握し、具体的な予防対策を講じることが重要

熱中症対策①：水分と電解質の補給

熱中症対策②：身体冷却（内部冷却）

熱中症の実態と農業における熱中症発生状況

ポイント

引用:厚生労働省 人口動態統計（確定数）より
農林水産省 熱中症関係情報集

       農林水産省 農作業安全に関する研修

状況



症状分からない人の内
実際熱中症発症の疑いがある人

80.7％

(n=254)

自分では全くかかったことがないと思って
いても、実際熱中症発症の疑いがある人

55.6% 飲む

農作業前
203名

(79.9%)*

農作業中
230名

(90.9%)

農作業後
220名

(86.6%)

n=254, *p＜0.05 vs.作業中

日生気誌 54(1):13-22, 2017

2013年6月1日から7月31日までの2カ月間で、山口県宇部市近郊と埼玉県春日部市を中心とした栽培農業従事者300名を対象に、
ハウス栽培作業時における熱中症既往の有無および水分補給状況等についてアンケート調査を実施。

257名（男性170名/女性87名） 年齢58.2±13.5歳

調査概要

有効回答数 年齢

(n=52)

熱中症の疑いなし
(19.3%)

熱中症の疑いあり ※
(80.7%)

(n=126)

熱中症の疑いなし
(44.4%)

熱中症の疑いあり
(55.6%)

※口の中が渇く、めまい、脈拍が速くなる、集中力・思考能力の低下、脱力感・倦怠感を感じる、頭痛、言動がおかしい

ハウス栽培作業における熱中症既往の有無 農作業前、農作業中、農作業後の水分補給状況

作業前の水分補給者は79.9％であり、作業中（90.5％）、
作業後（86.6％）に対して有意に少なかった。

熱中症のことばを知っていても、症状を知らない者が存在するため、発症に気づく
ことなく、適切な診断が受けられず重症化する危険性が危惧される。

東京農業大学と大塚製薬株式会社の共同研究実施主体

無回答(1.2%)

良くある・時々ある
(29.6%)

全くかかったことがない
(49.0%)

症状が
分からない
(20.2%)

農業従事者における熱中症および水分補給の実態調査
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調査時期 2013年8月下旬～9月上旬の晴天日

調査対象者 専業農家でハウス栽培従事者、男性25名、年齢59.6歳±6.7歳（48～71歳）

調査場所 埼玉県および神奈川県の畑作地帯に広がるガラス型ハウス内

作業内容 花卉栽培およびイチゴ栽培のための土壌づくり（8時頃から12時頃まで）

水分補給 お茶か水を自由飲水（作業開始から作業終了直前まで自由摂取）

測定項目 ハウス内WBGT、作業時間、作業前後の体重、水分補給量、口渇感（VAS法）、体温（鼓膜温）、心拍数、汗中塩分濃度（塩分計）

65歳未満 65歳以上 65歳未満 65歳以上 65歳未満 65歳以上

年齢が高齢になるほど発汗量が
多かった（p<0.05）

年齢が高齢になるほど脱水率が
高かった（p<0.05）

年齢が高齢になるほど塩分損失
量が多かった（p<0.05）

年齢が高齢になるほど口渇感が
鈍感な状態となった（p<0.05）

東京農業大学と大塚製薬株式会社の共同研究実施主体

WBGT値 ハウス内作業時における平均WBGT：29.0±1.1℃
（27.4～30.1℃）

発汗量 (g/hr) 塩分損失量 (g/hr) 口渇感の変化 (％) 脱水率 (％)

夏期暑熱環境下ハウス栽培作業時における農業従事者の体温調節反応



高齢者ほど熱中症の危険性が高い!

水分補給が十分できていない！

1時間あたりの総発汗量：約669g

水分補給量：約237g (水分補給率は約36%)

1時間あたりの汗からの塩分損失量：約545mg

課題 対策

農業従事者の熱中症リスクと対策

⚫ 特に高齢の農業従事者は、夏期農作業時に塩分
を含んだ水分の十分な補給が必要

⚫ 発汗により損失する水分・塩分量を補給できる
飲料を自発的に飲用する

⚫ 熱中症に関する正しい知識を理解していない農
業従事者が多いことから、農業における熱中症
予防対策の知識習得のための仕組みの構築が
必要

日生気誌 53(2):95-103, 2016

夏期暑熱環境下ハウス栽培作業時における
農業従事者の体温調節反応
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熱中症啓発リーフレット

農業従事者向け熱中症啓発リーフレット（農林水産省さま連名）
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